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私がこの研修に参加した理由は，日本以外の国を見てみたかったからです．食べ物や建

物，住んでる人など日本とどのような違いがあるのかとても楽しみでした．研修初日，真

冬の北海道から 30℃超えのタイに着いた時はとてもテンションが上がりました． 

研修を通して学んだことは，主に 3つあります．1つ目は，タイ料理はとても辛いとい

う事です．最初はどれを食べても辛くて，あまり食べられなかったのですが，少しずつ慣

れて現地の大学に伺った日の昼食で食べたパッタイはとても美味しく食べられました．2

つ目は，交通ルールの違いです．日本に比べると信号が少なく車線も分かりずらいと感じ

ました．タイでは車間距離を詰めるのがマナーであることや，交通ルールではありません

が車は 100万キロまで走るという事には驚きました．3つ目は，貧富の差が激しい事で

す．この貧富の差が自分の中では一番印象的でした．街中には沢山タワーマンションが建

っていながらも，小さい子が物を売りに来たり，屋台で寝ている方などをみて貧富の差が

激しいと感じました．「なぜ貧富の差が激しいのか」気になり日本に帰国後調べると，日

本は上位 1％の富裕層が所有する資産が，国全体の資産の 18.6％に対して，タイは約 67％

を占めているということが分かりました．また，アグリビジネスにおいて森林破壊が深刻

化していることやコロナウイルスの影響により，貧困層が 150万人程度増加したという事

など色々な問題があることを知りました． 

私は経営コンサルタント職に就き，企業の経営課題を解決できるような人材になりたい

と考えています．その中で，自分が得た知識や経験，人脈を活かしてタイのような問題を

抱えている国に日本の技術などを進出させ，少しでも良い環境を作ることができたらいい

なと感じました． 

 私は北洋銀行バンコク駐在員事務所訪問についてという項目の報告担当になりました．

円安・円高もしっかり分かっていませんでしたが，海外の金融について興味があったの

で，教えてくださったお話はどれも面白く為になりました．報告の内容は，現地でいただ

い資料や，お話してくださったことなどをまとめようと思っています． 

 最後に，このような機会を設けていただいた北海道科学大学の方々と引率してくださっ

た坂部先生，宮武さん本当にありがとうございました．短い期間ではありましたが，自分

の人生にとても為になる経験でした．この貴重な経験を活かして今後も色々なことに挑戦

していきたと思います． 
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タイ文化研修に参加して
保健医療学部 看護学科  １年      

○参加した理由
私が今回、タイ文化研修に参加した理由は二つあります。まず一つ目は、自分自身海外に

行ったことがなかったので海外にとても興味があったからです。視野を広げて多くの物を
見たり体験したりして何か将来に活かすことができたらいいなと頭の片隅にあったので、
今回の研修に参加しようと思いました。二つ目は、人数が少なかったからです。メールで募
集しているということを知ってさらに人数が少なかったので行ってみようかなという気持
ちが強くなり応募しました。 
○学んだことなど
今回の研修で多くのことを学びました。まずは、貧富の差です。日本で暮らしているとそ

こまで貧富の差がすごいとは感じたことがなかったが、タイでは地域によって貧富の差が
激しく心が痛くなるような光景も多々見られました。屋台で生活している人もいれば、路上
で寝ていたり一方では、立派なマンションや家に住んでいる人もいます。次に、水道水のあ

りがたみです。日本の水道水はきれいで安全な
ため問題なくそのまま飲めますが、タイの水道
水は危険なためミネラルウォーターを飲むこ
とが基本でした。そのため、どれだけ日本が安
心して暮らせていたのかということをとても
実感しました。 
私たちは、四日目にタイの大学を訪れました。

そこでは、日本語を勉強している学生たちと一
緒にゲームしたり、日本の昔遊びをしたりして

とても盛り上がりました。上の写真では、一緒に葉っぱで魚を作っているところです。もち
ろん日本語でおしゃべりをしたり説明をしてくれました。初対面なのにみんな優しくフレ
ンドリーに話しかけてくれたのですぐに打ち解けあって仲良くなることができました。国
や習慣などが違っても言葉で通じ合って打ち解けることができたため、言葉の大切さを改
めて感じました。
○今後について
今回の研修を通してまた海外に行って自分の目で多くのことを見ていきたいと強く思い

ました。今回のメンバーの中には学年も学科も違う人が何人かいました。ですが、オリエン
テーションなどを通して仲良くなり研修の中でも仲が深まったのでコミュニケーション力
がさらに身につきました。今後の大学生活の中でもコミュニケーション力は必要になって
くると思うので今回の経験を生かしていきたいと思います。
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タイ文化研修での経験

保健医療学部 理学療法学科　1年 
 

 私がタイ研修に参加した理由として、1 つ目は海外に行ったことがなかったため経験した
かったから、２つ目はタイと日本の食文化や街の雰囲気が違うイメージを持ったいたため
興味が湧いたからです。 
 研修では、日本とタイの違いをたくさん知ることができました。タイに行ってチップとい
うものが他国では存在していること、タイ料理は辛い物が多かったため国によって好みの
味がわかれるものだと実感しました。このような文化の違いを理解していくことが大切だ
と学びました。レストランやタクシー等声かけが多く無視しないといけなかったため、スル
ースキルが身に付きました。 
今回、現地学生と交流してコミュニケー

ションをたくさんとることができました。
日本語がどのくらい話せるのか見当がつ
かなかったため不安でしたが、会話がスム
ーズにできて驚きました。この日の夜は数
名とタイ料理を食べ、交流の時間以外でも
コミュニケーションをとることができて
嬉しかったです。
私は 18、19 日の自由研修の報告を担当

することになりました。18 日はザ・ワン・ラチャダーという市場に行き、個人でショッピ
ングを楽しみました。19 日は最初にチャトゥチャック市場で前日と同じようにショッピン
グをしました。とても広く、全部を回ることはできませんでした。その次に歩いて水上マー
ケットに向かいましたが、暑さにやられてすぐ次の目的地に向かったため滞在時間は短か
ったです。最後にアイコン・サイアムというデパートに行きました。ここでは 6～7時間過
ごし、象の置物やお菓子を買いました。前半の自由研修は主にショッピングでした。
今回の研修で、タイについて知ることができて良い経験となりました。日本以外の文化等

を実際に自分でその場所に行って学ぶことが楽しいと思えたので、興味のある国に行って
様々なことを経験したいと思いました。 
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初めての海外研修を通して感じたこと 

保健医療学部　 理学療法学科 1年 

 今回のタイ文化研修に参加した理由は、海外に興味があったからです。日本の中でも地

域によって様々な違いがありますが、日本と海外ではどんな違いがあるのか、自分の目で

見てみたいと思っていました。今まで興味はあったものの、新型コロナウイルスの影響も

ありなかなか海外に行けずにいました。ですが、やっとコロナ渦が落ち着いてきたころ

に、タイ文化研修参加の話を聞いて、参加したいと思い参加しました。 

研修で最も印象的だったことは、パンヤ 

ワット経営大学の学生と交流したことです。

日本語を専攻しているタイの学生と交流する

ということは事前に聞いていました。ですが

実際に会う前まで、タイの学生は日本の学生

を歓迎してくれるのか不安がありました。で

すが、教室に入り、お互いの国の文化や大学

についてプレゼンテーションすると、一気に

打ち解けることができ、とても楽しい時間で

した。その中でタイの学生が、日本とタイの

違いを教えてくれて教科書では学べないことを学ぶことができました。例えば、タイの人

は本名で呼び合わないということです。本名が長く名前が呼びづらいため、ニックネーム

を両親につけてもらい、そのニックネームで呼び合うということを聞いて驚きました。 

今回、初めての海外を経験して、自分自身が感じた日本とタイの違いはたくさんあり

ます。ですが 1番感じたのは、治安の違いです。日本の治安が良いことは世界的にも有

名ですが、初めてタイの夜を歩いたとき、歩道に座り、お金をくださいと箱を持ってい

る人や、ものを売りつけようとしてくる人がたくさんいました。貧富の差がとても大き

いと街を歩いていてわかるほどでした。日本でもホームレスの人は見たことがあります

が、その数が比較にならないほどタイのほうが多いと感じました。 
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異国の地に行くこと、文化を知るという挑戦さ 

未来デザイン学部 人間社会学科  2年 

 

以下に報告内容を記述してください。 

１．研修に参加した理由 

私が今回参加した理由は、外国の人と交流したかったのも一つであるが、何より海外の雰

囲気を味わいたかったのが最大の理由である。海外に出たいというきっかけになったの

は、幼少期にバラエティ旅番組を見始めたことである。そこから、旅が好きになっていっ

た。しかし、コロナ禍ということもあり、しばらく海外への興味関心はなくなっていた。

ただ、昨年の夏に再び海外に行きたいということを考え始めた。そのきっかけとなったの

が、少し前まで学生団体に入っていたが、その人たちが海外に行っているというのを SNS

で見たことである。最新の海外の様子を見て、非常に輝いているという感じがしたのと、

外国に住む人々は生き生きしていると感じた。また、異文化の面白さも知りたいことも重

なり、これらが刺激となり、自分も直接世界を見てみたいと思い、研修に参加した。



２．タイで学んだこと 

日本と違い、注意深く外に出るべきであると思った。タイは、非常に治安が悪いというわ

けではないが、スリや盗みが増加しているため、常に気を付けて行動するべきであると感

じた。中でも一番印象に残ったのが、狂犬病である。タイでは。野犬や野良猫があらゆる

ところにいる。もしも、噛まれたりすると死亡することがほとんどのため、周りをよく見

て行動するべきである。また、今回タイの学生と関わっていたが、その人たちだけでな

く、現地で会った人たちはみんな日本のことが僕たちの予想を上回るほど好意を抱いてい

た。 

３．今回の研修で今後生かしたいこと 

海外に行くことは、自分の経験の幅を増やすことにもなる。地理の情報だけでなく、集団

で慣れない土地へ行くため、コミュニケーションも大切になってくる。今後もし、地理の

ことで分からなくなったときは、気候などで答えられるが、コミュニケーションが肝にな

るため、困ったときには仲間に頼りながら、課題を解決していきたい。そして、もっと世

界の色んな場所に行って、初めて知る文化や人とふれあっていきたい。 

４．研修項目の内容 

今回担当する研修の項目は、2日目のアユタヤの遺跡の文化研修である。アユタヤは、古

くから日本人との深い関わりがあるほど、さまざまな歴史がある。中でも、日本人が昔住

んでいた町があったほど、日本との交流が盛んにおこなわれていたという歴史もあり、こ

れが今の日本好きにつながっているのかもしれない。また、ビルマ戦争でアユタヤ王朝を

侵攻したという悲しい歴史もある。研修の中心と言っても良い部分でもあると思う。 
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タイ文化研修を終えて

未来デザイン学部 人間社会学科  2年 

 

1．研修に参加した理由

主な理由は 2つある。

1つ目は、台湾の文化研修が中止になったことだ。元々は台湾の文化研修に興味があっ

て申し込んでいた。しかし、申し込んでいた時期の台湾はまだコロナウイルスによる入国

規制が厳しかったため、中止になってしまった。そのため、この年の研修は台湾以外の 2

つの研修のどちらかを選択しようと考えた。 

2 つ目の理由は、タイの文化研修のプログラムの中の一つの「パンヤピワット経営大学」

に興味を持ったことだ。申し込む前に受けていた坂部先生からの説明で、この大学の日本

語学科で日本語を勉強している学生と交流ができることや、飛行機内を模した部屋などと

いったその大学特有の設備を見学できるということに魅力を感じた。このことから、タイ

の研修に行きたいと考え、申し込む決断に至った。 

2. 研修で学んだこと、身についたこと

まず、私はこの研修の中で、多く英語を実践することができた。特に多く実践できたと

感じたのは市場での買い物のときで、「これは何ですか？」「これはいくらですか？」など

といった簡単な英語をスムーズに話すことができた。また、私はタイ語を全く話せないが、

簡単な英語を使って話すことで店員や交流した学生などの人と会話することができた。こ

のことから、現地の言語を話すことができなくても英語を最低限話すことができれば様々

な国の人と会話することができることを実感し、それによって英語を学ぶ意味をより一層

理解することができた。 

次に、タイという国のことを良く知ることができた。この研修に行く前は、タイについ

てほとんど知らない状態だったが、この研修を通してタイに関するいろいろなことを知る

ことができた。例えば、タイの挨拶や会釈のやり方。私はタイの会釈は手を合わせながら

お辞儀をすることだと知らなかった。「こんにちは」や「ありがとう」、「おいしい」とい

った挨拶について知り、研修の中で実際に使うことができた。実際に使ってみると、英語

で挨拶した時よりも笑顔で挨拶し返してくれるので、現地の挨拶や文化を学ぶことの重要

さを学ぶことができた。他にも、タイの歴史や日本との関係、日本との違いをこの研修で

タイの名所を巡って学ぶことができた。これらのことは、ネットでも調べることは可能な



のだろう。しかし、歴史に関しても文化に関しても、実際に現地に行って、そこで見て、

体験することで、ネットよりも壮大さや奥深さを感じることができるのだと考えるように

なった。 

3．今回の研修の経験をどう生かしていくか 

 私はこの研修の経験から、英語をもっと使いこなせるように勉強を続けていきたいと考

えた。タイで交通機関を利用して、ショッピングモールを歩いていると、日本ではないた

め、当然ではあるが日本に関連する店がない限りはタイ語が使われている。私は、タイ語

は覚えていないためほとんど読んだり聞き取ったりすることができない。そのため、英語

表記や英語音声がとてもありがたいと感じるようになった。それでも、まだなんとなくで

しか理解することができなかったり、レストランでの対応の仕方がわからなくて言葉が詰

まってしまったりしたので英語に対する未熟さも感じた。これらのことから、外国に行っ

ても英語で対応できるように勉強を続け、上達させていきたい。 

 また、もし外国に行く機会を得られたら、今後はその国の挨拶や文化を簡単に調べてか

ら行こうとも考えるようになった。この研修の中で、タイの会釈や挨拶ができるようにな

ったのは研修の後半からだった。事前にあまり調べてもいなかったため、それまではあま

り覚えていなかったり、なぜか羞恥心が勝ってできなかったりしたので、今ではこのこと

について反省している。この反省を生かし、今後は訪問する国の挨拶や会釈などの文化を

あらかじめ調べ、すぐに使えるようにしたい。 

4．パンヤピワット経営大学との交流について 

 私は大学内で行う報告プレゼンで、パンヤピワット経営大学との交流について担当する

ことになった。パンヤピワット経営大学はタイのセブンイレブンなどの事業を運営する

「CP ALL」という企業が運営する大学である。その大学ではタイでの生活をより豊かにす

るために、食や経済、工学、農業などといった様々な分野を専門的に学ぶことができる。

また、年に一度インターンがあり、それで希望した企業や店舗で一定の期間働くことがで

きる。その行き先はセブンイレブンやツルハドラッグなどである。さらに、行き先の中に

は日本の企業もあり、実際に日本に行ってインターンを受けることもできる。特に、雪が

あるという理由で北海道が人気である。 

 この大学は CP ALLが運営していることもあり、設備が豊富にそろっていて驚くことば

かりだった。例えば、本物の航空機の中を模した部屋があり、そこでキャビンアテンダン

トを目指す学生が実習に励んでいる。他にも、工場などで活躍するようなアームの機械を

製作している部屋や、食品や植物について研究している部屋などを見学することができた。

さらに、この大学ではセブンイレブンのデリバリー用の無人車を開発中で、その機体を外

で見ることができた。日本だとあまり見ることがない技術だったので、いつか日本でもこ

のような開発が進んで普及すればいいなと考えた。この大学の中には広々とした食堂があ



り、そこで提供される食事は大体 40バーツ（日本円だと約 160円）で、あまりの安さに

驚いた。これらのように、パンヤピワット経営大学は見学しただけでも驚くことが多い大

学だった。また、大学内に CP ALL本社もあり、そこで経営されているセブンイレブンも

拝見することができた。 

 私たちはこの大学で、日本語学科

の学生と交流することができた。日

本語学科に通う学生であることもあり、彼らの日本語はとても上手で、会話が堪能であっ

た。そんな彼らからは、伝統的な葉っぱ遊びを私たちに教えてくれた。バナナの葉のよう

な細い葉を 2つに裂き、魚のような形になるように折ったり編んだりする、日本で言う折

り紙のような遊びだった。現地の大学の人も苦戦するほど難しい遊びだったが、完成させ

られた達成感を味わうことができて楽しい経験になった。他にも、お互いに準備したプレ

ゼンや絵で伝える伝言ゲームなどで交流を深め、とても楽しい時間を過ごすことができた。

その中で私は、タイの学生たちに折り紙の鶴の折り方を教えた。なかなかうまくいかず苦

戦していた学生もいたが、教わっていた学生全員が鶴を完成させられたようで安堵した。



それから、折り鶴からがに股の鶴にする方法を教えたら口をあんぐりと開けて驚き、一部

の生徒はインスタグラムにその鶴の写真を投稿するほど楽しんでくれていたようで、私も

教えてよかったと嬉しい気持ちになった。 

この交流が終わった後は、一部の学生 4人が私たちをアジア・ティーク・ザ・リバーフ

ロントに案内してくれて、ともに食事をして観光もして、記念撮影もして楽しんだ。こん

なに心から楽しいと感じた時間は初めてだろうと、私は思う。また次の機会があれば、ぜ

ひ交流した学生みんなと会いたい。 


	01.2022年度タイ文化研修報告書［5203004得能嘉友］
	02.2022年度タイ文化研修報告書［1224050平賀はるな］
	03.2022年度タイ文化研修報告書［2224044内山里菜］
	04.2022年度タイ文化研修報告書［2224051高橋舞桜奈］ 
	05.2022年度タイ文化研修報告書［2215047道畑皓喜］
	06.2022年度タイ文化研修報告書［2215048菅野菫］

